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わたし かな さ ごう ゆめ

　私たちの通う金砂郷小学校は校訓「夢・優・勇」の

もと、あいさつ日本一の学校を目指しています。毎朝、

児童と先生が明るくあいさつするため、気持ちのよい
す たて わ はん

１日を過ごすことができます。今回は私の大好きな「縦割り班活動」を
しょうかい たんとう ち いきせい

紹介します。１年に２回、縦割り班ごとに担当の場所を決めて、地域清
そう そう じ

掃のボランティア活動をしています。６年生が中心となり、地域の掃除

をすることで町をきれいにできるので、心も美しくなるような気がしま

す。今では、ボランティア活動をしていると、地域の人の「ありがとう」
かんしゃ

といった感謝の言葉がやる気につながっています。また、縦割り班で遊

ぶ時間もあり、とても楽しいです。
え がお

　これからも、縦割り班活動を通してみんなと仲良くなり、笑顔で地域
わ だ ひろ か

のためになることをしていきたいです。 （６年　和田宏香）

小中合同の音楽祭

すいそうがく えんそう

　中学生と、あいさつ運動をしたり、吹奏楽部の演奏
にしかな さ でんがくまい

を聞いたり、西金砂神社田楽舞を教えてもらったりし
れんけい いっしょ

ています。小中連携の一つとして中学生と一緒に音楽

祭を行いました。練習は本番のように、元気に大きな声で先生に言われ
い しき

たことを意識して取り組みました。会場の市の文化会館は、学校の体育
くら ひび

館と比べると、とても大きく、響きがよいため、のびのびと歌えまし
はっ き

た。練習の成果を発揮して、今までで一番上手に歌えたように感じまし

た。当日は欠席した友達の分まで大きな声で元気いっぱい歌えてうれし

かったです。中学生の歌声がきれいで、もう一度聞きたくなりました。

　練習前より、本番はずっと上手になっていたので、練習はとても大切

だと改めて分かりました。みんなと一緒に歌うことができてとても楽し
え び ね そら

かったです。　 （５年　海老根昊）
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かな さ ごう きゅうぐん ど

　金砂郷小学校は、２０２２年に旧郡戸小学
く め

校、旧久米小学校、旧金砂郷小学校の三
とうごう く

つの小学校が統合しました。学区には久
めじょうあと ちょうじゃ や しき じきてつどう せきぶつ

米城跡、長者屋敷、直牒洞の石仏などの
ゆいしょ い せき

由緒ある遺跡がたくさんあります。
わたし そうごうてき

　私たちは総合的な学習の時間に「西金
でんがくまい ち いき

砂神社田楽舞」について調べました。地域の方々から教
じっさい ま

わったり、実際に舞って体験したりしました。
ひたち おお た しんこう だん

　常陸太田市教育振興大会では、「田楽舞」の四つの段

ひ ろう いしょう

の一つである「種まき」を披露しました。衣装を身につ
うら きんちょう むね

け、ステージ裏で待っているときは緊張で胸がドキドキ

していました。しかし、このような体験をすることはめ
せい がん ば

ったにないので、精いっぱい頑張りました。最後まで楽

しく舞うことができました。
つ

　「田楽舞」は千年以上前から受け継がれています。地
でんとう

域の伝統をこれからも大切に守っていきたいです。　　
か わいしず か

　 （６年　川合雫花）

学級で話し合った人権目標コーナー

え がお

　「笑顔でつながる輪　いじめのない５年１組」。こ
じんけん

れは５年生のときの人権目標です。
かな さ ごう

　金砂郷小学校では、全校で人権について学びます。
きずな す

そして、絆を深め、笑顔で過ごすために大切なことは

何かを話し合い、学級の人権目標を決めています。話
かんしゃ

し合いでは、「感謝の気持ち・笑顔・声をかけ合う・

友達の気持ちを考える・温かい言葉」などの、友達とのつながりを大切

にしようとする気持ちが話し合われていました。

　各学級の人権目標は、５月の思いやり集会で発表し、実行します。校

長先生から「命の大切さ」について話していただき、全校児童が、人権

を守る気持ちを高めました。

　新年度が始まりました。みんなで人権目標を話し合います。友達を大
お ぬま い お

切にするいじめのない金砂郷小学校にしたいです。（６年　小沼衣央）
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